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第 8 4 6 号

　　市の人ロ

（平成元年5 n 1日現在）

　57,629世帯［前;］比397世帯増）

　176.328人（mmﾋ496人増）

　87,267 人

　89,061 人

世帯数

人　口

　　男

　　女

に匹丿に二回皿

歴史資料館　企画展
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上林清泉
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絵
画
・
古
文
書
な
ど

　
　
　
約
4
0
点
を
展
示

☆6月3日(土)～7月16日(日)

　　　　　　　(月i日は休館)

☆午前9時～午後5時

☆入場無料(鴎･よ200円)

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
六
月
三
日

出
か
ら
七
月
十
六
日
剛
ま
で
企
画

展
「
上
林
清
泉
」
を
開
催
し
ま
す
。

上
林
清
泉
は
、
幕
末
期
に
生
き
た

茶
業
家
で
あ
り
、
ま
た
優
れ
た
文

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
企

画
展
で
は
、
茶
と
宇
治
に
ま
つ
わ

る
絵
画
や
古
文
書
、
茶
の
木
人
形

な
ど
約
四
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲白山宮之図

　清泉は安政s年(1858)に家業を息子の松寿に譲り。宇治白川金色院の坊舎

福泉坊に隠居して画業に専念する。この絵図は絵画としての価値はもちろんで

すが, 幕末期の白川を語るものとしても貴重。
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上
林
清
泉
（
一
八
〇
一
～
七
〇
）

は
、
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
岩
村
に
生

ま
れ
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

に
宇
治
の
茶
師
・
上
林
牛
加
（
ぎ

ゅ
シ
か
）
家
に
養
子
に
入
り
ま
し

た
。
以
後
、
宇
治
の
代
表
的
な
茶
業

家
と
し
て
、
ま
た
宇
治
郷
取
締
方

と
し
て
、
宇
治
の
産
業
・
政
治
に

深
く
か
か
わ
っ
て
微
歪
し
た
。

　
一
方
、
清
泉
は
芸
術
的
な
才
能

に
も
恵
毒
れ
、
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
文
化
的
な
面
に
お
い
て
も
大
き

な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
「
宇
治
名
所
図
」
や

　
「
茶
摘
図
」
な
ど
、
清
泉
な
ら
で

は
の
作
品
を
生
み
出
し
、
宇
治
の

代
表
的
な
土
産
品
と
な
っ
た
「
茶

の
木
人
形
」
（
宇
治
人
形
）
も
清
泉

の
考
案
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
は
、
宇
治
を

愛
し
、
お
茶
と
宇
治
金
望
ろ
づ

け
た
文
人
茶
師
上
林
清
泉
の
作
品

を
通
し
て
、
幕
末
動
乱
期
の
宇
治

の
景
観
や
宇
治
茶
・
茶
師
に
つ
い

て
注
目
し
て
み
よ
シ
と
い
夕
い
）
の

で
す
。

　
※
お
茶
師
…
江
戸
時
代
、
宇
治

茶
製
造
業
の
実
力
者
た
ち
は
、
お

第
1
2
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
『
文
人
茶
師
上
林
清
泉
』

▽
と
　
き
…
…
６
月
2
9
日
出
午
後
２
時
～

▽
と
こ
ろ
…
…
中
央
公
民
館
会
議
室

▽
講
　
師
…
…
岡
井
毅
芳
（
歴
史
資
料
館
員
）

▽
入
　
場
…
…
無
料

　
　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

茶
師
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
お
茶
師
に
は
御
物
（
ご
も
つ
）
御

茶
師
・
御
袋
（
お
ふ
ぐ
ろ
）
御
茶
師

・
御
通
（
お
と
お
り
）
御
茶
師
な
ど

が
あ
り
、
幕
府
の
御
用
茶
師
で
し

た
が
、
そ
の
業
務
や
宇
治
郷
で
の

地
位
に
は
相
違
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
茶
師
の
総
支
配
に
は
五

百
石
が
与
え
ら
れ
、
代
官
を
兼
ね
、

朝
廷
・
幕
府
及
び
諸
大
名
の
用
命

を
も
っ
ぱ
ら
と
し
ま
し
た
。

ト
清
泉
作
茶
の
木
人
形
　
茶
業
に
生
き
て
き
た
清
泉
は
、
茶
木
の
枯
木
を
人

形
に
す
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
く
。
清
泉
の
茶
の
木
人
形
は
将
軍
家
・
大
名
家

な
ど
に
も
好
評
で
、
注
文
も
多
か
っ
た
。

　ﾂﾞIM愕ぶ/切いﾆ■M(tz$い･“Sば７？tﾌﾟ??r唯『

　

5
月
3
1
日
ま
で
展
開
中

迷
惑
駐
車
追
放
市
民
運
動

～
あ
な
た
は
迷
惑
駐
車
を

　
　
　
　
し
て
い
ま
せ
ん
か
～

　
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
、
府
下
一
斉
に
「
穆
鰹
車

追
放
市
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
近
年
、
駅
前
や
商
店
街
に
は

諮
鰹
車
が
非
常
に
多
く
見
ら

れ
、
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
原

付
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
す
。
手

軽
で
便
利
な
バ
イ
ク
や
自
転
車

の
利
用
が
増
加
す
る
一
方
、
こ

れ
ら
の
利
用
者
は
、
自
動
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
比
べ
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
意
識
が
低
い
ぶ
フ

で
す
。
「
自
分
一
人
ぐ
ら
い
な

ら
・
・
・
」
と
い
ケ
軽
い
気
持
ち
で

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
茄

し
、
池
恐
駐
車
や
放
置
自
転
車

な
ど
が
何
台
か
連
な
る
と
歩
道

が
な
く
な
り
、
歩
行
者
は
車
道

を
歩
か
ね
ば
な
ら
チ
、
大
変
危

険
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
「
し
な
い
さ

せ
な
い
　
迷
惑
駐
車
」
兌
昌

葉
に
地
域
ぐ
る
み
で
導
鰹
車

を
な
く
し
よ
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

▲駐車禁止の場所に置かれた自転車など
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テレビ広報　テレビ広報　テレビ広報

さわやか宇治

新茶の季節

市民茶摘みのつどい

5月27日（土）午前10時から15分間

ＫＢＳ京都ＴＶ　ＵＨＦ34ｃｈぜひ、ご覧ください

　企画　広報課
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1989年（平成元年）5月21日発行（2）りよだ
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異常がなくても健康チェック

　
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
は

三
大
成
人
病
と
い
わ
れ
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
の
死
亡
原
因
の

六
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
宇

治
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
三
大
成
人

病
対
策
と
し
て
各
種
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

年に一度は　

検診を受けましょう

市で実施している各種検診

糾
即

子宮がん検診 乳がん検診 基本健康診査

胃
ヵ

ん

検

診

春

の

日

程

は

終

了
　Ｑ

次

回

は
９

月

10

月

に

実

施

の

予

定

り

家
30a以|-の婦人 30巌以ﾄ.の婦人 40倣以I.の巾民

診

介

内

容

|1.'J珍・内.t ･ 現診

細|胞診
問診・触珍・視診

問診・身休計測・聴

打.1 ■Id山）j定・尿

検介・血m検ft.

（必要なべだけ, It

lilt検ft・心七図検を

・眼底検た）

と

～－

ろ

京都町ドf:かん

検診実施医療機関

il月公立を除く）

保M医療センター

　(検診日指定)

宇治lli・城陽rli･ ・ 夕、

御山町内の私乍健康

診査協力医.療機関

し

決

申し込みJill

（左右5,000人)

申し込み制

　(先着3.360人)

印鑑と腱康T-帳を持
って直接医療機関へ
　(■an4,3(OK)

刈

間

6 ))1日困～

　　　8 )I31H困

乳がん検診日f,'表

参照
8 月3111困まで

費

川

　　　l.tW川

･(当日医療機関で)

　300PI

(当日会場で）
無　料

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
子
宮
が
Ｉ
ん
と
乳
が
ん
で
す
。

(mi::人)乳がん検診結果

匹ご 対象者数受診考数要砧検者数 が　ん がんの疑い
がん以外の

病　　友

昭和61年度 32,084 2,553 no １ ０ 64

62年度 32,627 2,935 128 ３ ０ り7

63年度 33,171 3,303 100 ３ １ 62

こ
の
二
つ
の

(単位:人)子宮がん検診結果

≧ぐ 対象者数受診嗇数要精検者数 が　ん がんの疑い
がん以外の
病　　気

昭和61年度 32,084 4,282 14 １ ５ 531

62年度 32.627 4,767 17 ２ ５ 518

63年度 33.171 4,820 ｀27 ０ 15 833

が
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
の
中

で
、
最
も
早
期
発
見
レ
弔
す
く
、

早
期
が
ん
の
場
合
、
約
九
割
の
人

が
庖
心
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
が

ん
は
、
更
年
期
か
境
に
急
に
増
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

以
前
の
人
に
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
三
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
年

に
一
度
は
定
期
検
診
か
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
高
齢
の

人
も
、
自
分
に
関
係
な
い
こ
と
と

思
わ
ず
、
ぜ
ひ
検
診
か
曼
け
ま
し

乳
が
ん
検
診

　
日
本
の
女
性
は
、
欧
米
の
女
性

に
比
べ
て
、
乳
が
ん
に
か
か
今
人

が
少
な
ぐ
、
死
亡
率
も
庇
か
っ
た

の
で
す
が
、
牛
居
様
式
の
欧
米
化

か
進
み
、
乳
が
ん
の
死
亡
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
乳
房
か
見
た
り
触
れ

た
り
で
き
る
た
め
、
最
も
早
期
発

見
し
や
す
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。

年
に
一
度
は
市
の
検
診
を
受
け
、

月
に
一
度
は
自
己
検
診
し
ま
し
ょ

う
（
自
己
検
診
の
方
法
は
右
下
図

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
）
。

　
　
実
施
要
領

　
右
下
表
を
ご
暫
で
だ
さ
い
。

か
し
、
初
期
の
が
ん
は
、
何
の
症

　
日
本
で
の
子
宮
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
は
、
年
々
減
少
し
て
い
濠
ｙ
。

こ
れ
は
、
子
宮
が
ん
検
診
の
普
及

に
よ
っ
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
増
え
て
き
た
成
果
と
い
わ
れ

て
い
未
了
。

　
子
宮
が
ん
に
は
、
入
口
の
部
分

に
で
き
る
子
宮
奎
が
ん
と
、
奥
の

部
分
に
で
き
る
子
宮
体
が
ん
と
が

あ
り
享
子
。
日
本
女
性
の
子
宮
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
Ｉ
ｄ
Ｉ

ん
は
、
そ
の
九
割
以
上
が
「
９
　
政
」

の
が
ん
で
、
入
口
に
近
い
と
こ
ろ

に
発
生
す
る
た
め
、
早
期
に
発
見

し
や
す
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。
し

乳
が
ん

月
に
一
度
は
自
己
検
診

異
常
は
逃
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
○
生
理
後
一
週
間
目
に
。

　
○
閉
経
し
た
人
は
日
か
荻
め

　
　
て
。

＊
小
さ
い
、
痛
み
の
な
い
し
こ

　
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ら
専
門
医
（
外
科
）
へ
。

　
〈
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
鏡
の
前
に
立
ち
、
腕
を

下
げ
た
姿
勢
と
王
げ
た
姿
勢
で

正
面
、
側
面
、
斜
め
と
写
す
。

ぽ
み
、
ひ
き
つ
れ
、
た
だ
れ
な

ど
な
い
か
（
図
１
）
。

　
②
あ
お
む
け
に
寝
で
、
調

べ
る
側
の
肩
の
下
に
薄
い
座
ぶ

と
ん
を
敷
く
。
乳
房
の
反
対
側

図①

図②

の
手
で
（
尤
累
そ
る
人
て
）
、

静
か
に
軽
く
圧
迫
し
な
が
ら
満

遍
な
ぐ
触
れ
る
（
こ
の
時
つ
ま

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
）
。
内
側
半

分
は
腕
を
頭
の
後
方
に
上
げ
て
、

外
側
半
分
は
腕
を
自
然
の
位
置

に
下
げ
て
（
図
２
）
。

　
③
わ
き
の
下
に
し
こ
ぴ
が

な
い
か
（
図
３
）
。

　
④
乳
首
か
軽
く
つ
ま
む
。

血
液
の
よ
シ
な
異
常
な
液
が
出

な
い
か
（
図
４
）
。

ゑ

自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
、
検
診

夕
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、
頚

が
ん
の
発
見
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
が
、
が
ん
以
外
の
病
気
も
発

見
で
き
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と

が
で
き
示
す
。
三
十
歳
鷺
型
尻

ば
、
毎
年
検
診
夕
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
実
施
要
領

　
左
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
・
：
５
月
2
2
日
㈲
か
ら
受
け
付
け
、
定

　
具
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
…
郵
送
（
は
が
き
ま
た
は
封
書
）

　
か
来
庁
で
。
郵
送
（
封
書
で
申
し
込
む
場
１
　
は
、

　
は
が
き
大
の
用
紙
1
0
竹
×
1
5
竹
に
記
入
し
て
同

　
封
し
て
く
だ
さ
い
）
の
場
合
は
、
左
の
書
式
に

　
従
っ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
記
入
が
不
十
分
な

　
場
合
や
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

　
ん
。
来
庁
の
場
合
は
、
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
で

　
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た
人
に
は
受
診
票
を

　
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
検
診
の
際
に
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。
ま
た
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

　
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
※
検
診
料
免
除
要
件

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～
6
9
歳
の
人
で
、
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
③
生
活
保
護
世
帯
の

人
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
高
齢
者
福
祉
課
（
萱
⑩
３
１
４

　
１
）
ぺ
。

988

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診

問い合わせ

先高齢者福

祉課

電話（22

）3141

子
宮
が
ん
検
診

申
し
込
み
あ

ん
な
い

乳がん検診会場と日時

ｊ

ノゝ
Ｍ

万

§

乳がん検診会場と日時

保

健

医

療

セ

.ン

タ

　｜

６月１日田 29日俐

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
半
Ｓ
３
時

･ 2日図 30日図

５日(ID ７月３日(月)

６日(火) ４日(火)

12日㈲ ６日(利

13日(火) ７日(斜

15日(木) 10日(f])

16日出 11日(火)

19日(月) 13日出

20日(火) 14日(金)

22日出 17日囲

23日出 18日(火)

26日㈲ 20日(村

27日(火) 21日出

●受診対象者　3o歳以上の婦人

●受診方法　申し込み制（左のあん

　ないをご覧ください）｡市から郵送

　する受診票に必要事項を記入し、

　指定日時に受診してください。

●検診料　300円（当日会場で）

●定　員　3,360人（先着順）

　　生理後１週間ぐらいの日程でお

　申し込みください。検診日は希望

　日ごとに先着順となり、定員は１

　日に付き120人です｡また．例年前

　半に希望日が集中しますので．い

　つでもよい人や希望の曜日がある

　人は、その旨を書いてください。
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ト
い
ろ
ん
な
機
会
を
利
用
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
（
５
月
２
日
、
木
幡
公
民
館
の
胃
が
ん
検
診
受
付
）

健
康
手
帳
で
健
康
管
理

問い合わせ先高

齢者福祉課　電

話（22）31

41

－
１
１
－
－
１
自
１
９

４ ㎜ 皿

4
0
歳
以
上
の
市
民
に
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す

客
観
的
な
数
値
を
知
っ
て

　
し
っ
か
り
し
た
指
針
づ
く
り

　
　
　
木
幡
在
住
　
山
崎
美
佐
子
り

　
こ
れ
ま
で
幾
十
年
も
、
た
だ

た
だ
家
に
居
て
は
台
所
で
食
物

聚
仄
き
、
畑
に
出
て
は
二
坪
の

貸
農
園
で
、
青
菜
よ
大
根
よ
と

生
命
の
糧
か
求
め
続
け
て
来
た

よ
う
な
私
の
人
生
も
、
い
つ
の

間
に
か
六
十
半
ば
を
過
ぎ
、
気

が
つ
け
ぼ
義
が
家
は
、
老
人

二
人
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

冷
Ｊ
こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
二

人
で
老
い
の
坂
を
あ
ま
り
病
気

な
ど
せ
ず
、
い
か
に
楽
し
く
越

え
て
い
く
か
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
浙
蚤
し
た
。
話
し
好
き

な
二
人
の
会
話
は
、
毎
日
だ
い

た
い
同
じ
で
す
が
、
や
は
り
健

康
の
話
は
毎
回
出
て
く
る
ぷ
つ

で
す
。

　
あ
る
時
、
詞
院
に
行
っ
た
折

は
、
自
分
の
健
康
状
一

に
記
録
し
、
健
康
管
　
　
　

て
る
も
の
で
す
。
さ
ら

の
健
康
を
高
め
る
た
め

掲
載
し
て
い
ま
す
。
あ

康
づ
く
り
に
有
効
に
役

身
と
も
に
健
や
か
な
毎

て
く
だ
さ
い
。

健
康
教
育
・
相
談
を
受

に
は
、
忘
れ
ず
に
ご
持

い
。

で
な
い
人
に
は
高
齢
者
　
　
　

口
や
検
診
、
教
育
、
相
談
一

無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
：
：
：
：
Ｉ
Ｉ
：
：
：
：
：
－
－
－
：
―

に
、
お
医
者
様
か
ら
す
す
め
ら

れ
て
、
は
じ
め
て
基
本
健
康
診

査
舎
父
け
ま
し
た
。
血
圧
、
血

液
、
尿
な
ど
基
本
的
な
も
の
で

し
た
が
、
客
観
的
に
自
分
の
体

の
状
態
を
数
値
で
知
ら
さ
れ
た

こ
と
で
、
今
ま
で
よ
り
し
っ
か

り
し
た
指
針
夕
痔
つ
こ
と
が
で

き
る
ぶ
つ
に
な
り
、
こ
れ
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
の
場
合
、
血
圧
か
陛
い
て

は
ま
あ
ま
あ
で
し
た
が
、
そ
の

血
圧
の
こ
と
も
、
後
日
市
役
所

の
方
で
チ
エ
″
ク
し
て
ぐ
だ
さ

り
、
公
民
館
で
保
健
婦
さ
ん
か

子宮がん検診

医療機関と検診日

●実施場所　京都府下の子宮がん検

　診実施医療機関(国公立を除く)

●実施期間　6月１日(木)～8月31日(利

●受診対象者　zo歳以上の婦人

●受診方法　申し込み制(下のあん

　ないをご覧ください)｡市から郵送

　する受診票に必要事項を記入し，

　直接医療機関で受診してください

●検診料　1,000円(当日医療機関で

●定　員　5,000人(先着順)

　
成
人
病
は
、
年
夕
と
っ
て
か
ら

急
に
発
病
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
い
年
月
を
か
け
て
進
行

す
る
の
が
特
徴
で
、
働
痙
遜
り
の

若
い
と
政
か
ら
既
に
忍
び
寄
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
若
い
に
矢
丈
夫
だ

と
か
、
わ
た
し
は
自
覚
症
状
が
な

い
か
^
０
＼
l
こ
も
悪
く
な
い
、
と
思

っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
昨

年
、
基
太
健
康
診
査
か
受
け
て
異

常
が
あ
っ
た
人
の
三
割
は
、
何
の

自
覚
症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
健
康
だ
と

い
う
過
信
は
、
禁
物
で
す
。

　
健
斑
監
は
、
病
気
や
異
常
を

見
つ
け
る
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
気
や
異
常
が
な
い
と

わ
か
れ
ば
、
安
心
し
た
生
活
か
送

る
こ
と
が
で
孝
示
ｙ
。
自
覚
症
状

４

２

が
な
ぐ
て
も
健
康
診
査
鼠
符
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
（
右
端
の

検
診
一
覧
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
）
。

昭和63年度基本健康診査の判定結果

ら
個
別
に
懇
切
な
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
心
強
く
思

っ
て
い
未
了
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
分
の
体
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、

最
良
の
道
公
男
苑
い
と
思
っ

て
い
康
す
。相

談
や
指
導
を
受
け
て

　
自
分
の
体
は
自
分
で
管
理

　
菟
道
在
住
　
大
平
千
寿
子
さ
ん

　
緑
が
目
に
し
み
る
よ
シ
な
、

さ
わ
や
か
な
季
節
で
は
あ
り
ま

す
か
、
一
方
で
は
、
五
月
病
な

戸
豚
の
事
が
気
に
な
る
季
節
で

表（あて先）

郵便はがき
　　　固ﾛ]圃ロロ

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

高
齢
者
福
祉
課
行

□

要
指
導
…
放
っ
て
お
く
と
発
病
す
る
と
い
う
警
戒
信

　
　
　
　
号
で
す
。
医
師
の
指
導
を
受
け
、
経
過
を

　
　
　
　
み
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

要
医
療
・
：
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
ま
た
は
治
療
が
必
要

も
あ
り
ま
す
。

　
例
年
の
ご
と
ぐ
、
宇
治
市
で

健
康
チ
エ
″
ク
を
し
て
い
た
だ

け
る
事
は
、
市
民
に
と
っ
て
非

常
に
あ
肛
が
た
い
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
未
了
。

　
基
本
健
康
診
査
で
詳
し
ぐ
体

の
状
屑
刄
妬
り
、
が
ん
の
早

期
発
見
に
よ
っ
て
、
明
る
い
生

活
か
取
り
戻
さ
れ
た
人
の
事
も

よ
く
耳
に
し
禾
ｙ
。
そ
れ
に
、

あ
ま
り
自
覚
症
状
も
な
い
ま
ま
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
に
な
っ
て
い

る
事
も
あ
り
、
血
圧
検
診
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
。
優
に
Ｉ
親

身
に
な
っ
て
健
康
相
談
に
の
っ

て
い
た
だ
き
、
塩
分
ひ
か
え
め

の
食
事
の
指
導
も
し
て
ぐ
だ
さ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
の
が
京
ｙ
に
、

自
身
一
の
体
は
自
己
管
理
し
て
、

充
実
し
た
老
後
夕
選
ひ
た
い
も

の
で
す
。

裏（子宮がん検診用）裏（乳がん検診用）

子宮がん検診申込書

氏名(ふりA-な)

乳がん検診申込書

氏名にりヵ‘な･
年齢

年齢生年月日

住　所

電話番号

日
日
日

ｊ
Ｉ
Ｊ
ｊ

！
Ｊ
Ｉ

生年月日

住　所

電話番号

第i希望

第2希望

･P'3希望

※右記の検診科免除要件に

　該当する人はその界り･を
　舎いてください。

※右記の検診料免除要件に

　該びiする人はその界号を
　吽いてください。

989

５
月
3
0
日
か
ら

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
開
始

　
五
月
三
十
日
か
ら
、
日
本
脳

炎
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
と
接
種
方
法

　
○
初
回
・
：
３
歳
以
上
ｉ
歳
末

　
満
で
今
回
始
め
て
受
け
る
幼

　
児
ａ
ｌ
～
２
週
間
間
隔
で
２

　
回
接
種

歯
の
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
：
５
月
2
7
日
出
、
午
前

　
1
0
時
～
Ｈ
時
半
と
午
後
１
時

　
～
２
時
半

▼
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ

　
ー
吊
役
所
向
か
い
側
）

▼
主
催
・
：
府
歯
科
医
師
会
・
宇

　
洽
市

　
歯
の
検
診
や
恚
嘗
層
導
の

ほ
か
、
パ
ネ
ル
展
示
や
人
形
劇

な
ど
で
、
歯
の
大
切
さ
か
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▲むし歯はないかな（昨年の歯のひろばで）

　
○
追
加
・
：
昨
年
、
初
回
（
２

　
回
）
を
接
種
し
て
い
る
幼
児

　
＝
１
回
接
種

▼
日
程
・
会
場
・
：
平
成
元
年
度

　
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手

　
び
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご

　
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
神
経
難
病

　
　
　
個
別
相
談

▼
と
き
・
・
・
５
月
3
1
日
伽
、
午
後

　
１
時
～
３
時
半

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
保
健
所

▼
対
象
・
：
神
経
難
病
該
当
者
と

　
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
そ
の

　
家
族

▼
内
９
　
…
専
門
医
師
に
よ
る
個

　
別
相
談

▼
申
し
込
み
・
：
５
月
2
9
日
側
ま

　
で
に
宇
治
保
健
所
（
容
ａ
２

　
１
９
１
）
へ
電
話
で
。

基
本
健
康
診
査

わ
た
し
と
健
康
診
査

保健予防の

お知らせ

申
込
は
が
き
（
用
紙
）
の
書
き
方

は
が
き
（
ま
た
は
用
紙
旧
防
ｘ
ａ
防
）

　
　
一
枚
に
つ
き
、
一
検
診
・
一
人
だ
け
記

　
　
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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ここがポイント！

　主婦の再就職作戦

主婦の再就職準備講座

　
子
育
て
か
終
え
、
再
就
職
を
目

指
す
主
婦
は
増
加
し
て
き
て
い
ま

Ｉ

す
。
も
う
一
度
働
こ
う
と
考
又
て

い
る
あ
な
た
、
再
就
職
に
伴
う
い

ろ
い
ろ
な
課
題
や
生
き
万
な
ど
に

つ
い
て
、
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん

か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お

り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民

館
、
公
共
職
業
安
定
所
、
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府

立
女
子
高
等
技
術
専
門
校
、
㈱

朝
日
工
業
京
都
工
場
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
女
性
（
未
既
婚
は

問
わ
な
い
）
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着

順
）
▼
申
し
込
み
…
５
月
2
2
日
側

か
ら
木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
直
接

来
館
で
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以
上
の
幼

児
を
2
0
人
ま
で
。
希
望
の
人
は
受

講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。
な
お
、

Ｌ
人
当
た
り
お
や
つ
代
六
百
五
十

円
か
必
要
▼
そ
の
他
…
前
・
後
期

を
通
じ
て
受
講
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

▲ワープロ実習をまじえて

　　主婦の再就職準備講座の日程表

〈前期〉

回 nil －アーマ
Ｊ　帥

１ 6/15
　内

あなたもチャレンジしよう
　一反'性問題の視点､一一

糸都柚孕:大･■/'謡師

　　金谷rひf･§ん

２ 6/19
　叩

仲閥の輪をつくろう

　－グ/L－ブワークー

itii研究室ワーカー

　　佐々木八･紀さん

３ 6/2K
(*1

以場での人間関係
マナー

京都大･教育't部エア

ュケーンヨンす-ｶﾞﾅｲｻｰ

　　Ill,'; ti'{■さん

４ ７／４
　(匍

な･性のこころとか.)/-'
　一心就職と鮭峡一

京都府立u大学匯帥

　　有むやよいさん

５ 7/13
困

ハーHID*

,.－ト労勲の状況と法律や愉利

itA I:

　　人ff町f Sん

６ 7/18
(･心

婦人労働の現状i.t題
労働r,京都同人少年室艮

　　池iU説r･さん

　
減
塩
梅
干
し
作
り
講
習
会

　
減
塩
は
、
成
人
病
の
予
防
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

塩
分
を
控
え
た
梅
千
し
づ
く
り
の

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
６
月
６
日

㈹
＝
小
倉
公
民
館
、
６
月
７
日
困

＝
木
幡
公
民
館
、
６
月
９
日
溺
‥
‥

宇
治
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
４
時
▼
内
容
・
：
減
塩

木幡公民館　木幡内畑Rlの７

　、゛…………(a図8

2

9

0)

中央公民館　沿i折１台１丁日１

……Ui　(n⑩i

4

１

Ｄ

卜呻嘸儡14687)

小倉公民館　広野町寺山17

広野公民館　(S@7

4

5

0)

〈後期〉

回 川日
－

ア ー マ

講帥・(i･?先

ｌ 9/21
　俐

自itを知ろう

　一一適職を考えよう一
宇ift公共Bi業安定叫
H, 学

２ 9/22
(卜

雇い41の討い分を聞こう
p.tを見る

㈱朝!目'.?.v:i:i;|･.増

地学

３ ９■26
(■≪

ワーブロになれよう
　（実が）　　　田

城南･地域職tJl練

　　　　　センター
４ 9/27

團
μ

　　　　　　　(2j

５ 9/28
　困 lj　　　　　　　{31

６ IU'4
　困 職tJit*を知ろう ix都町V.女C鳥等技

術が門咬兄掌

７卜i:i
　(泗

婦人のn≪とHiをも･える
　- な詞人't.m年一一

京都t,^傘.大'/■■講帥

　　乍谷T-S (･さん

梅
干
し
の
作
り
方
、
高
血
圧
予
防

の
食
生
活
、
梅
料
理
、
梅
の
効
用

▼
指
導
・
：
食
生
活
改
善
推
進
委
員

若
葉
の
会
▼
定
員
・
：
各
会
場
5
0
人

（
先
着
順
）
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の

人
▼
申
し
込
み
・
・
・
５
月
2
2
日
囲
か

ら
希
望
の
公
民
館
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
女
性
の
勉
強
室

　
～
家
族
、
そ
し
。
て
夫
婦
～

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
▼
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤

の
女
性
▼
定
員
：
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
保
育
・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
を
2
0

人
ま
で
。
希
望
の
人
は
受
講
申
し

込
み
時
に
併
せ
て
。
な
お
、
人

当
た
り
お
や
つ
代
三
百
五
十
円
か

必
要
ｙ
申
し
込
み
…
５
月
2
2
日
㈲

か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
話
か
ほ
接

来
館
で
。
　
　
吊
央
公
民
館
）

　
中
国
語
講
座

　
宇
治
市
と
中
国
の
咸
陽
市
は
友

好
都
市
。
そ
の
中
国
の
言
葉
を
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
５
月
3
1
日
困
～
７
月

2
6
日
困
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全

９
回
）
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
…
小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
第
１

女性の勉強室の日程表

川 H II 内　　容 轟　帥

１ 5/311
心

ノフ'I
―トー1）

家K…あなたにとって
人一婦…わたしにとって

宇治公尺館サーク･ﾚ
「女竹史を学ぶ会jif
以のffさん

２ ６６
圃 Illなし〉赳の1-き力･it･の成長

-j-:婦(広升佃t)

　岡本カョ(･さん

３
6,'i:!

　(･り

’iiなし）

地域のキ･jトヮ一グてがん＼iろう／
主軸し≪道ri住）
　三木伸f･Sん

４ 6 '19
　回

>!よなし）
女か廓くために、今./

愛知なり順人学
助鞭授
　(ill 静心さん

５ 6/27
　圃

くはなしタ
?!・人のlh会性は７

長岡京I↑ｉ尨中央ii民
館館長
　　訟I以･和犬さん

６ 7/4
l心

〈フリートーク〉
老いて人一婦あ')き

宇乱公民館サークル
「k竹を学ぶ会j会
Ｕの皆さん

付
録

7 .'11
　圃

くビデオ学i'い
映iti「フT ミリー」をみる/

回
＝
中
国
語
の
種
類
・
特
徴
、
第

２
～
５
回
＝
発
音
、
第
６
～
８
回

Ｌ
芸
話
、
第
９
回
Ｌ
会
話
・
ま
と

め
▼
講
師
・
：
中
国
人
留
学
生
と
小

倉
公
民
館
職
員
▼
受
講
料
・
・
・
無
料

▼
定
員
：
節
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
：
小
倉
公
民
館
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
う
ぶ
声
教
室

　
夫
婦
や
家
族
が
最
良
の
状
態
で

出
産
・
育
児
に
臨
め
る
ぶ
つ
、
う

ぶ
声
教
室
を
開
講
し
康
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
寮
・
・
右
下
表
の
と

お
り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

うぷ声教室の日程表

回 1目1 内　｀　　容

１ 6 .'10
　出

胎内から始まる<1tて
.7乍命誕4;の神秘ヽ」（ビデオ）・妊娠・出産に

吋する心構え―妊娠中を明るく楽しく≫.極的に－
・M:娘i≪半期に起こりやすい翼常と予防

２ 6/17
川

(.'.極的に取り組むお産
・お産の生理･最新のお産事情と生殖技術の進參
．「わたしのお産」（ビデオ）一夫と共に取i)組む

お産一　・お産の準備：呼吸法-リラ･/クス法

３ 6/24
川

子どもが持つ可能性を無m.にひき出せる親を目
指して
・新生児の生理･保育・母乳方児を采しく・杖

としての役割･責仔・出産体験者のお話

４ 7／1
出

出産に向けての叶吸法とリラックス法の実地

指導

時
Ｉ
正
午
▼
と
ご
ろ
・
・
・
小
倉
公
民

館
▼
対
象
…
妊
娠
後
半
期
の
妊
婦

と
夫
、
そ
の
家
族
▼
定
員
・
：
2
0
人

▼
講
師
・
：
聖
バ
ル
ナ
バ
助
産
婦
学

院
・
左
古
か
ず
子
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
：
６
月
７
日
出
ま
で
に
小
倉
公

民
館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
水
彩
画
教
室

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
▼
講
師
：
売
城
陽
市
教
育
委

水彩画教室の日程表

員
会
指
導
主
事
・
中
津
川
美
津
子

さ
ん
▼
申
し
込
み
…
広
野
公
民
館

へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
家
庭
教
育
学
級

　
▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
の
と

お
り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民

館
▼
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
▼
申
し
込
み
・
：
広
野
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
▼
保
育
…
２

歳
以
上
の
幼
児
を
2
0
人
ま
で
。
お

や
つ
代
二
百
五
十
円
か
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

H　日 内　　　　容

5/26
　哨 水彩画の基本的な描法①水彩用具の使い方

６／２
　旧 水彩画の蝦本的な楠法②構図について

６／９
　哨

静物を描く　一主役とバ･･･クー

6/16
　哨 静物を楠く　　－仕上げ－

家庭教育学級の日程表

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
『
お

に
い
ち
ゃ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、

兄
弟
の
本
が
た
１
く
岑
か
を

テ
ー
マ
に
、
「
兄
弟
」
、
「
姉
妹
」

に
関
す
る
本
心
票
し
ま
す
。

よ
み
も
の
や
絵
本
な
ど
を
た
っ

ぷ
り
と
準
備
し
ま
し
た
。
期
間

回 月U 内　　容 丿　帥

１ 5/29
川

T-r,を進めるにあたって 公尺ft職n

２ 6／1
困

子供の発達過fiから見て 京郁教育大学助教授
　　相田　>■!夫さん

３ 6／7
剛

家庭における子どもとの
かかゎり

京郁文教女-t-短朋大学
元教媛平井新s』さん

４ 6/12
川

遊ぶことと(＼i-するここ竜谷人学知M大't部
　丿師n田良和さん

５ 6/16
哨

宇治市の現状から見て 青少年婦人課職員

墜
〈
月
二
十
九
日
困
ま
で
。

　
お
に
い
ち
ゃ
ん
や
お
ね
え
ち

ゃ
ん
、
ま
た
は
、
弟
や
妹
と
い

っ
し
ょ
に
来
て
、
た
く
さ
ん
借

り
て
ぐ
だ
さ
い
ネ
。

　
あ
は
な
し
会

　
毎
月
一
回
開
い
て
い
る
お
は

な
し
会
。
五
月
は
次
の
と
お
り

行
い
ま
ず
。

　
▼
と
き
…
５
月
C
M
日
困
、
午

後
３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…

中
央
図
書
館
集
会
室
（
お
は
な

し
の
へ
や
）
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
よ
み
政
示
せ
、
紙
芝
居
▼

対
象
・
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
（
入
場
は
子
Ｅ
だ
け
）
▼
参

加
料
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
ｆ
ｅ
ｌ
.
｡
｡

中
央
図
書
館
へ
。

▲印11減

990

お
知

ら
せ

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
ア
ル

バ
イ
ト
）
の
登
録
希
望
者
を
募
集

し
て
い
杢
ず
。
職
種
は
保
母
（
有
資

格
者
か
保
育
に
意
欲
の
あ
る
人
）
、

用
務
、
調
理
の
い
ず
れ
か
で
す
。

登
録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
、

選
考
し
雇
用
に
ま
す
。

　
登
録
舎
布
望
ず
る
人
は
、
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
保
母
資

格
の
有
る
人
は
必
ず
そ
の
旨
も
）

を
記
入
し
写
真
を
は
っ
て
、
保
育

課
へ
。
　
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
第
４
４
回
宇
泊
愛
石
会
水
石
展

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
7
日
出
と
2
8
日

面
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
…
観
光
セ

ン
タ
ー
（
宇
治
塔
川
２
）
。

　
茶
席
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
気
功
法
（
太
極
拳
）
教
室

　
▼
と
き
…
６
月
４
日
㈲
～
８
月

６
日
間
の
毎
週
日
曜
日
、
午
前
1
0

時
Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤
労

者
福
祉
会
館
▼
講
師
：
上
田
恵
子

さ
ん
百
中
友
好
協
会
）
▼
対
象
…

中
高
年
齢
者
▼
定
員
・
：
3
0
人
▼
受

講
料
…
二
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
５

月
3
1
日
㈹
ま
で
に
同
会
館
（
容
前

0
7
8
0
）
へ
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
。
申

し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
６
月
５
日

間
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
㈲
0

6
8
8
）
へ
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
（
Ｃ
言
語
）
講
座
》

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
0
日
出
～
７
月

1
5
日
出
ま
で
の
毎
週
水
・
土
曜
日

（
全
1
0
回
）
、
午
後
６
時
半
～
９
時

▼
定
員
・
・
・
1
0
人
▼
受
講
料
上
万

円
。

　
〈
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
〉

　
▼
と
き
…
○
水
・
土
曜
日
コ
ー

ス
＝
６
月
1
0
日
出
～
８
月
２
日
困

ま
で
（
全
1
4
回
）
、
午
後
６
時
半
～

９
時
Ｏ
日
曜
コ
ー
ス
ー
６
月
Ｈ
日

間
１
９
月
1
7
日
間
ま
で
（
全
1
4
回
）
、

午
前
９
時
半
１
正
午
▼
定
員
…
各

2
0
人
▼
受
講
料
上
万
四
千
円
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
家
庭
奉
仕
員
の
募
集

　
▼
対
象
…
昭
和
1
8
年
４
月
２
日

か
ら
2
9
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
老
人
や
身
体
障
害
者

（
児
）
福
祉
に
深
い
理
解
と
熱
意
の

あ
る
女
子
▼
採
用
人
員
・
：
若
干
名

▼
申
し
込
み
…
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
６
ヵ

月
以
内
に
撮
影
の
写
真
を
ほ
っ
て

５
月
3
1
日
困
ま
で
に
高
齢
者
福
祉

課
へ
。
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
▼
と
き
…
６
月
2
4
日
出
▼
と
こ

ろ
・
・
一
日
産
車
体
㈱
京
都
工
場
Ｐ
Ｒ

会
館
（
大
久
保
町
西
ノ
端
１
の
１
）

▼
試
験
区
分
・
・
・
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種
▼
願
書
と
講
冥
冒
領
の
配

布
…
５
月
2
6
日
面
ま
で
の
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
、
市
内
各
消
防

（
分
）
署
で
▼
願
書
受
け
付
け
・
：
５

月
2
4
日
困
～
2
6
日
面
、
京
都
府
職

員
会
館
（
京
都
市
上
京
区
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
第
1
3
回
宇
治
市

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
第
十
三
回
宇
治
市
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
主
催
・
：
宇
治
市

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委

員
会
）
が
、
六
月
十
八
日
㈲
午

前
九
時
か
ら
黄
梨
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
叉

　
こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
体
力
を
つ
く
り
、
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
開
か
れ
て
い

る
も
の
。
昨
年
は
約
三
百
人
が

参
加
し
、
車
い
す
競
争
や
紅
白

玉
入
れ
な
丿
午
種
目
に
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
障
害
夕
痔
っ
た
皆
さ
ん
、
今

年
も
こ
の
大
会
で
楽
し
い
一
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

五
月
三
十
日
㈹
ま
で
に
市
民
体

育
課
か
福
祉
年
金
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
へ
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
６
日
脚
～
3
0

日
吻
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
全
８
回
）
、
午
後
７
時
半
～
９

時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
南
宇
治
中
学

校
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
学

・
在
勤
の
高
校
生
以
上
の
人
▼

定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
電

話
で
市
民
体
育
課
へ
▼
主
催
…

市
教
育
委
員
会
。

　
小
学
生
卓
球
教
室

　
▼
と
き
…
６
月
３
日
出
～
1
8

日
間
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日

（
全
６
回
）
、
土
曜
日
は
午
後
３

時
～
５
時
、
日
曜
日
は
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
岡
屋
小

学
校
▼
対
象
・
：
小
学
校
４
年
生

以
上
▼
定
員
・
・
面
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み

・
：
電
話
で
市
民
体
育
課
へ
▼
主

催
・
・
・
市
教
育
委
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会
。

お買物のめやす消費者物価

20（5月分）
　この公表価格は、5月初めに実施した消費生活モニター店頭価恪調査に基づくものです｡(自ii'i振興課)
晶　r. 規　　　格

t-均
価格

価格状況
鸚 ki低

価格ttsi月比町が』年比

灯　　油
18(店頭

　　Flj677 　Q｡ひ5.1 ▲3.3
　　ト』≪03 　　川570

18りiV達 696 0.1▲5.9 773 621)

ガソリン
レギュラー1!'現金
'ti') 121 1.7 5.2 128 110

ティッシュ

　ペーノぐ－

400枚人1 ffi

けリネ，クス・スコ，テＯ 153 6.3 2.0 232 101

台所用
　　ラップ

サランラップ
30111×20m 21)≪ 1.5▲２．８

245 144

アルミ
　　ホイル 25iiiiX8I" 156 ▲3.1▲4.3 183 91

シャンプー 廠体ポリ容Ji220,，
花i;ェフセンシャル 237 2.6 3.0 237 236

洗if用　粉liけん 2.4k ≪15 1.1▲４､９
980 515

牛　　肉すきやき川
中程度ioo片 406 17.7 19.1670 265

塩さけ 切身100K 379 4.4 22.7597 245

バレイｙョ 男爵loOμ 24 ▲7.7▲20.0 34 19

キャベツ中i; 杓11ヽに　’ 171 ▲2.3▲８．６
216 100

賜　　卵Ｍサイズハ・ク人
lO佃 144 4.3 8.3 173 122

食川油 口ii'iサラダ油
ポリ咋おl.OOOa 451 ▲0.4Ａ 1.7 564 278

しよう油キッコーマン濃口
ポリ容器人1 ' 267 11.7 4.3 355 204

砂　　糖上自Us 244 5.6▲0.4 290 225

小麦粉
日ii'i小麦粉フラワー

IIヽ'A（v'S力til) 197.▲4.4▲1.02-16 154
インスタント

　コーヒー ?ヽスウフェェクセラ
I(Kへ150k 867 1.5▲0.9956 781

み　　そタヶヤミ‾ソ11､Ｍ 35; 6.4 4.5 371 245

食／-■ン
片一通晶１斤

（スライスしたむの） 161 9.7 9.7 180 143

洗V.代 ワイッャ･ｿ
自の長そて 170 13.3 11.8・216 140

保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
で
　

（
福
祉
年
金
課
）

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

中央図書館
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